
合計 103000円

雑費

その他

渡航旅費

ビザ申請費

医療費

保険費

娯楽費

被服費

携帯・通信費 2000円

交通費（現地） 23000円

図書費

学用品費

授業料
80000円

宿舎費

食費

航空券入手方法

自分で手配

入手方法：trip.com

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

渡航期間 2026年3月9日～2026年3月16日

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分　　　目的地：仁川空港　　　経由地：

復路　出発地：仁川空港　　　目的地：大分　　　経由地：

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 不要

渡航先大学 仁徳大学

海外文化体験の記録
作成日（○年○月○日） 2026年3月16日

所属学部・学科 工学部 情報メディア学科

渡航した際の学年 ３年



３）共有部分

風呂、トイレ

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

韓国語の講義の際の講師が韓国語しか話せないひとだったため、韓国語がわかる人がい

ないと少し難しい。食べたいものや、行ってみたい場所を予め決めておく、講義が終

わってから遊びに行き、門限の23時まで帰らないと行けないのですが、時間が短いので

早く行動しないと物足りなくなってしまう。

タオル、お風呂用品

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□学生寮

２）部屋の形態

□相部屋（同居者数：　2人）

現金の用意方法：

現金用意額：

その他用意したもの☑︎ クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポート

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

eSIM

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

ダウンは必須。宿舎にタイルなし。充電をするための変換プラグ。（SE）

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか



研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

今回参加したのは韓国の文化や、人、韓国語が好きで実際に1週間住むことがで

きると聞き、韓国をもっと知るチャンスだと思い参加しました。

予定にはなかった韓国人学生との交流も沢山することができ、素晴らしい思い出

と友達が出来ました。

韓国の文化体験。韓服。伝統料理。韓国語の講義。

２）課外プログラムについて

韓国の日本語専攻学生との外食。

３）滞在先・現地での生活に関すること

電車の乗り方を勉強しておく。

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容



海外文化体験の記録

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2026年3月17日

所属学部・学科 保健医療学部 保健医療学科

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間 2026年３月９日～2026年３月16日

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航した際の学年 ２年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 不要

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料 8万円

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：福岡　　　目的地：仁川　　　経由地：なし

復路　出発地：仁川　　　目的地：福岡　　　経由地：なし

航空券入手方法
□自分で手配

　入手方法：ネット予約（trip.com）

渡航費用

図書費

学用品費

宿舎費

食費

娯楽費

被服費

携帯・通信費 6000円

交通費（現地）

渡航旅費

ビザ申請費

医療費

保険費

合計 86000円

雑費

その他



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

ティッシュ、ウェットティッシュ、洗濯ネット

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□学生寮

２）部屋の形態

□相部屋（同居者数：　2　人）

現金の用意方法：現地で換金

現金用意額：5万

その他用意したもの：□クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポー

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

ネットで購入（trifa）

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

上着

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

シャワーはお湯を使えた。寮の部屋が全く寒くなかった。



研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

韓国の文化に興味があった。研修を通して短期留学のメンバーと仲良くなれた。仁徳大

学の韓国人学生と仲良くなれた。今回の韓国の短期留学に参加してよかった。

韓国語の勉強、韓国の伝統菓子作りなど

２）課外プログラムについて

韓服を着て景福宮に行き伝統的な建築や歴史を知れた。南山、明洞の文化体験では韓国

の現代の文化を知れた。

３）滞在先・現地での生活に関すること

洗濯機の数が一つしかなく他の留学生もいたので洗濯のタイミングを調節する必要がある。

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容



海外文化体験の記録
作成日（○年○月○日） 2026年3月16日

所属学部・学科 保健医療学部保健医療学科

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間 2026年3月9日～2026年3月16日

現地使用言語/授業使用言語 韓国語  英語

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 不要

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料 820,000KRW 82,000円 授業料＋宿舎費＋食費等込

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：福岡空港　目的地：仁川空港　　　経由地：なし

復路　出発地：仁川空港　目的地：福岡空港　　　経由地：なし

航空券入手方法
自分で手配

入手方法：Trip.com

渡航費用

図書費

学用品費

宿舎費

食費

娯楽費 400,000KRW 40,000円

被服費

携帯・通信費 14,000KRW 1,400円

交通費（現地） 30,000KRW 3,000円

渡航旅費 401,200KRW 40,120円

ビザ申請費

医療費

保険費 57,500KRW 5,750円

合計 1,722,700KRW 172,270円

雑費

その他



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

特になし

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　☑︎学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）部屋の形態

□個室　☑︎相部屋（同居者数：　3人）

現金の用意方法：以前から所持していた紙幣を使用

現金用意額：約35,000KRW

その他用意したもの　クレジットカード

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

eSIMを販売しているサイトで購入した

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

服は日本で着ている服を持って行って、その上にダウンを着れば寒さは凌げた

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

３）共有部分

☑︎ 風呂☑︎ トイレ　　□キッチン（□自炊可︎︎ ☑︎ 自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

洗濯機や冷蔵庫があるのでそれなりの生活は出来る。

洗濯用洗剤やハンガーも部屋にありそれを使わせてもらっていたので、洗濯用洗剤など

は持っていかなくても〇



研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

現地で知ったり覚えた言葉は、ぜひ買い物の時や韓国語の授業の時に話してみるといい

と思います。また、韓国語の授業は全て通訳なしでの授業だったので、韓国語を学ぶと

いう意味でも翻訳機などを使いながら少しずつわかる単語などを増やしていくと良いと

思います。

韓国の文化や生活を実際に1週間の留学を通して学んでいった。

生活していく中で、少しずつ韓国語を使って買い物をしたり会話をしたりすることが出

来た。

２）課外プログラムについて

チマチョゴリを着て沢山写真を撮ったり、韓国の伝統的な食べ物てあるお餅を作りなが

ら韓国で旧正月に食べられるお餅の歴史や意味を学んだ。

３）滞在先・現地での生活に関すること

基本的には、洗濯機や冷蔵庫、レンジなども寮にあるため普通の生活が出来るぐらいの

設備は整っていた。ただ、シャワーを使いすぎるとお湯が出なくなるという注意を受け

たので、シャワーは一人15分以内で行うようにした。

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容



渡航した際の学年 ２年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 不要

海外文化体験の記録
作成日（○年○月○日） ２０２６年３月１６日

所属学部・学科 経営経済学部 経営経済学科

現地使用言語/授業使用言語 韓国語、日本語

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：大分空港　　　目的地：　　仁川国際空港　経由地：なし

復路　出発地：　仁川国際空港　　目的地：　大分空港　　経由地：なし

航空券入手方法
自分で手配

入手方法：トリップドットコム

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間 2026年3月9日から2026年3月16日

渡航先大学で所属したクラス 韓国語や文化を学ぶクラス

渡航費用

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料 82000円

図書費

学用品費

宿舎費

食費 50,000ウォン

娯楽費 300,000ウォン

被服費

携帯・通信費

交通費（現地） 100,000ウォン

渡航旅費

ビザ申請費

医療費

保険費

合計 450000ウォン 82000円

雑費

その他



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

便利だと思ったのは現金です。現地通貨があると安心できました。

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　□学生寮〇　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋〇（同居者数：　２　人）

現金の用意方法：空港で両替

現金用意額：50000

その他用意したもの：クレジットカード〇

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

携帯ショップに行って海外用のプランに入った

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

靴下を多めに持って行ったほうが良いと思いました。

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

３）共有部分

□風呂〇　□トイレ〇　　□キッチン✖（□自炊可　□自炊不〇）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

とにかくチャレンジすることが大事だと思います。



研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

韓国について様々な角度から勉強できたので良かったです。

韓国の文化と言語を習う

２）課外プログラムについて

韓国の伝統衣装と歴史のある建物を見れたので良かったです。

３）滞在先・現地での生活に関すること

湯舟がなかったです。

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容



海外文化体験の記録
作成日（○年○月○日） 2026年 3月 17日

所属学部・学科 保健医療学部 保健医療学科

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間 2026年3月9日～2026年3月16日

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 不要

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料 82000円

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：福岡空港　　　目的地：仁川空港　　　経由地：

復路　出発地：　　仁川空港　目的地：　福岡空港　　経由地：

航空券入手方法
自分で手配

入手方法：インターネット

渡航費用

図書費

学用品費

宿舎費

食費 100,000ウォン

娯楽費 300,000ウォン

被服費

携帯・通信費 3600円

交通費（現地）

渡航旅費 30000円

ビザ申請費

医療費

保険費 5000円

合計 400,000ウォン 120600円

雑費

その他



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

洗濯ネット モバイル充電  歩き疲れるため湿布 休息シートがあった方がいい

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　✓□学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）部屋の形態

□個室　　□相部屋（同居者数：3人　　人）

現金の用意方法：

現金用意額：40000

その他用意したもの：クレジットカード

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

トリファ

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

寮でなんでも揃っていた。スプーンなどがなかった。

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

３）共有部分

✓□風呂　　✓□トイレ　　✓□キッチン（□自炊可　□自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

なんでも揃っているためお土産を多く持って帰りたい人は必要最低限でいいかと思いま

した。たくさんの韓国の方と話せる機会があるので進んで交流をした方がいいと思いま

す。



研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

初海外が個人で行くのが怖くこの研修に参加しました。韓国に詳しい友達や先生方が連

れてってくださるので安心でした。また多くの韓国の方と仲良くなれました。韓国に友

達が欲しい方や初海外に踏み出せない方に参加をおすすめします。

韓国の伝統遊び体験   明洞 南山タワー チマチョゴリ体験   餅作り体験

２）課外プログラムについて

３）滞在先・現地での生活に関すること

韓国語が話せなくてもお店の方はほとんどが日本語で言ってくれるので問題ないです。

近くにコンビニもあるのでとても楽です

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容



海外文化体験の記録

作成日（○
※西暦

年○月○日） 2026年3月17日

所属学部・学科 保健医療学部 保健医療学科

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間 2026年3月9日～3月16日

現地使用言語/授業使用言語 韓国語

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 □必要　　　　　☑不要

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料 82000円

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：福岡空港　　　目的地：仁川空港　　　経由地：

復路　出発地：仁川空港　　　目的地：福岡空港　　　経由地：

航空券入手方法

□大学が手配

☑自分で手配

　入手方法：トリップドットコム

渡航費用

図書費

学用品費

宿舎費

食費

娯楽費 200,000ウォン

被服費

携帯・通信費 600円

交通費（現地）

渡航旅費 45000円

ビザ申請費

医療費

保険費

合計 200,000ウォン 127600円

雑費

その他



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

モバイルバッテリー

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□ホームステイ　　☑学生寮　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

２）部屋の形態

□個室　　☑相部屋（同居者数：3　　人）

現金の用意方法：

現金用意額：５万円

その他用意したもの：☑クレジットカード　　□デビットカード・キャッシュパスポー

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

eSIMをAmazonで購入。

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

ダウン

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

３）共有部分

☑風呂　　☑トイレ　　☑キッチン（□自炊可　☑自炊不可）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

寮は暖房と床暖がついていて、とても暖かく快適だった。



研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

韓国の文化を感じたくて参加しました。自由行動のとき、電車に乗ることが多かったで

す。

すぐ取り出せるようにショルダーバッグがいいと思います。

午前中は韓国語の授業をうけ、午後から自由行動。

２）課外プログラムについて

チマチョゴリを着て行動した。

３）滞在先・現地での生活に関すること

洗濯機が２つだけだったのが少し困った。

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容



海外文化体験の記録
作成日（○年○月○日） 2026年3月17日

所属学部・学科 保健医療学部 保険医療学科

渡航先大学 韓国仁徳大学

渡航期間 2026年3月9日~2026年3月16日

現地使用言語/授業使用言語 韓国語/韓国語

渡航した際の学年 2年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 不要

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料 82000円

渡航関連

経　路

※空港名を記載

往路　出発地：福岡空港　目的地：仁川空港　経由地：なし

復路　出発地：仁川空港　目的地：福岡空港　経由地：なし

航空券入手方法
□自分で手配

　入手方法：trip.com というアプリを使用してチケット予約

渡航費用

図書費

学用品費

宿舎費

食費 150000ウォン

娯楽費 400000ウォン

被服費 100000ウォン

携帯・通信費 1370円(7日間)

交通費（現地）

渡航旅費

ビザ申請費

医療費

保険費

合計 650000ウォン 83370円

雑費

その他



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

授業が終わった後､ご飯食べに出かけたり買い物に行ったりしたため、毎日1万歩以上歩

いていた。着圧ソックスや足裏に貼る樹液シートなどがあると次の日引きずらないと思

う！いつもと違う食事をするため､どこかしらの体の不調が現れるので胃薬や整腸剤は

持っていたほうが安心である。

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□学生寮

２）部屋の形態

□相部屋（同居者数：　　3人）

現金の用意方法：wowpassの機械を使用して､日本の現金を韓国のお金にしたり､カードにお金を

入金してカードとして使用した。wowpassのチャージする機械は駅やコンビニの前などにあり､意

外とどこでもチャージすることができた。クレジットカードからはJCBしか入金ができなかった。

現金用意額：20000ウォン現金を準備していたが韓国人の学生とご飯を食べた際お金のやり取りが

電子マネーではできず､現金が足りなかったため100000ウォンほどは現金を持っていた方が良い。

あと､屋台での買い物は現金しか使えない。

その他用意したもの：クレジットカード

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

日本にいるうちにQ10で購入し､日本でできる設定だけ事前にして､韓国に行ってから、

使用できるようにしておいた。

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

3月上旬でもダウンは必須であった。チマチョゴリを着る時上下そのままで着用したた

め､黒いヒートテックが透けてしまった。靴は歩きやすいスニーカーで行ったのが良かっ

た。

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

３）共有部分

□風呂　　□トイレ　　□キッチン（□自炊不可)

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

トイレ、お風呂洗濯機は共用部分にあり､友達と相談しながら使用した。ドライヤーは一

部屋1台ずつあり持っていく必要はないと思う。女子は二段ベットの部屋で､机も4つあ

りコンセントもたくさんあったため、充電には困らなかったが日本とコンセントの形が

異なるため、変換プラグを準備した方が良い。変圧器は必要なかった。ハンガーはある

が洗濯バサミはなかったため､ダイソーのコンパクトな物干し竿があった方が良かったか

もしれないが､乾燥機もあったため、だいたい乾燥機で乾かしていた。



研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

今回初海外で､1人や友達同士で初海外は怖くて､この短期留学を利用した。みんなとの共

同生活は気を使わなければいけないタイミングもあったが、とても楽しんで1週間を生活

することができた。普通に旅行に行くのとは異なり､韓国人とたくさん話して繋がること

ができたのがとても良かった。papagoを使いながら､積極的に話しかけてみると良いと

思う。

韓国の昔ながらの遊びや韓国語の授業､餅作りなど学校で受ける授業は全て同じ先生で

あった。日本語はほぼ喋れない先生で､ジェスチャーと英語と､韓国語が喋れる友達を頼

りにしながら､なんとか乗り切れた。ちょっとずつではあるが､韓国語の単語､文法などを

勉強することができた。喋れなくても積極的に授業に参加することができた。

２）課外プログラムについて

京福宮ではチマチョゴリを着て行動した。自由時間があり､写真撮影を楽しんだ。その

後､MBTIおみくじを回したり､カフェに行ってカフェラテとベーグルを食べたりした。明

洞ではみんなでビビンバを食べて南山タワーに行き､明洞の街に行って買い物を少し楽し

んだ後、韓国人の仁徳大学日本語学科の友達たちとご飯を食べた。

３）滞在先・現地での生活に関すること

ほぼ料理が辛くて､韓国に行って3日目くらいでお腹を壊した。整腸剤が必須であった。

近くの駅までは徒歩10分ほどで、授業後ホンデやソンスまで地下鉄で移動してご飯を食

べたりした。日本語学科の子たちと交流会などもあり､指スマやほうれんそうゲーム､韓

国のみんなでできるゲームをして負けた人は歌ったり踊ったりした。きなこのお酒がカ

ルアミルクみたいな味で美味しかった。

後輩学生へ

プログラムについて

１）プログラムの内容



渡航した際の学年 ３年

渡航先について

渡航先（国名） 韓国

査証（ビザ）の要否 不要

海外文化体験の記録
作成日（○年○月○日） 2026年3月17日

所属学部・学科 工学部 情報メディア学科

渡航関連

経　路

※空港名を記載
仁川空港

航空券入手方法

□大学が手配

□自分で手配

　入手方法：自分で手配

渡航費用

渡航先大学 仁徳大学

渡航期間 2026年3月9日～2026年3月16日

現地使用言語/授業使用言語 韓国語、日本語

項目 現地通貨 日本円 備考

授業料
82000円

宿舎費

学用品費

携帯・通信費 2000円

食費 50000ウォン

図書費

被服費 200000ウォン

医療費 3000ウォン

交通費（現地） 900ウォン

娯楽費 10000ウォン

ビザ申請費

雑費

保険費

渡航旅費 28390円

その他

合計 263,900ウォン 112390円



渡航準備について

１）現地通貨（現金）はどのように準備をしましたか

現金の用意方法：日本円を換金、ワオパスにチャージ

現金用意額：1万円

その他用意したもの：クレジットカード、ワオパス

２）現地で使用する通信手段（SIMカード、WiFi）はどのように準備しましたか

qoo10でおすすめのを買った

３）服装・持ち物について準備したもの、準備したほうが良かったもの

２）部屋の形態

□相部屋（同居者数：　３人）

３）共有部分

風呂、トイレ、キッチン（冷蔵庫、レンジ）

４）滞在先の感想及び今後留学する人へのアドバイス

とても乾燥して喉が痛くなったり、肌が痒くなったりする可能性があるので要注意

現地の人と交流すると授業では得ることのできない体験ができるためおすすめ

マスク

４）その他、日本で準備し持参して助かったもの、準備したほうが良かったもの

ボディークリーム

滞在形態関連

１）渡航中の滞在先

□学生寮



後輩学生へ

研修に参加した理由、感想、研修や生活全般について、後輩学生へのアドバイスなどを

記入してください。

ワオパスがあったほうがとても便利。現地で作るより少し高くなるけど、事前に持ってた方がい

い。

空港の出口で大学の先生がいて、早く合流しないと！という気持ちになりますが、換金に行って

も大丈夫です。

空港で換金を忘れると大変なことになります。

寮は比較的きれいで広いです。洗剤や柔軟剤もあり、洗濯から乾燥までできます。

しかし、門限が２３時で思ったより短く感じます。寮にいる学生と早めに仲良くなっておくこと

をおすすめします。

プログラムについて

１）プログラムの内容

韓国語の講義 伝統的な遊び 伝統菓子を食べた ハングルの発音や読み方 

２）課外プログラムについて

チマチョゴリを着た

明洞でビビンバを食べた

ナムサンタワーに行った

日本語学科の学生と交流

３）滞在先・現地での生活に関すること


